
町では、離れた場所にある園、学校との交流をとおして、

多様な体験やコミュニケーションの場とするために、交流事

業を実施しています。特に、今年度は、6年生の交流を重視

し、年 3回実施しました。主に三保小学校の 6年生が川村小

学校へ行き、連合体育大会に向けた合同練習や、合同授業で

共に学ぶ機会を設けました。また 3学期は、実際に中学校の

先生による授業を体験するなど、友達づくり、教師との関係

づくりを助け、スムーズな                

進学に向けた準備を行って                     

います。 

他の学年でも、年 1回程 

度実施し、交流を深めてい 

ます。（2年生ダム公園で 

の交流の様子） 

                            

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山北町教育委員会では、平成 30年 2月 23日に開催された第 2回教育 

委員会において、平成 30年度山北町の教育方針を決定いたしました。 

これを受け、3月の定例校長園長会で町内各園長、学校長を通じて、 

全教職員にこの基本方針を周知いたしました。 

なお、基本方針の全文は今後、町ホームページに掲載します。 
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生涯学習推進プラン【改定版】を策定しました 

 

 山北の教育 基本方針が決定しました 

山北町生涯学習推進プラン【改訂版】を策

定 

 

 

    

  

 学校間交流を行っています

 

 

   

 

この度、平成 10年に策定、平成 20年に改訂した生涯学習推進プラン【改

訂版】を策定しました。 

今回の改訂は、「山北町第 5次総合計画」と整合を図った「山北町教育大

綱」を上位計画として、「子どもから高齢者まで、生涯にわたり学び、生き

がいのある充実した人生をおくることができる生涯学習社会の実現」を基本

目標とした、学びと歴史文化を生かしたまちづくりを目指すものです。 

また、「かながわ教育ビジョン」や平成 29年に社会教育委員会議から答

申された「地域全体での子育て支援策を柱とする社会教育の対応について」

を参考にし、有識者からなる策定委員会を 4回開催し、パブリックコメント

を経て策定しました。 

町ホームページでも、3月下旬からご覧いただけます。 

鹿島山北高等学校スクーリングについて 

 平成 29年 9月 1日に開校した鹿島山北

高等学校は、平成 30年 2月末現在生徒数

が 118名になり、着実に在籍数が伸びてい

ます。 

生徒の出身地別でみると、県内では横浜

市からの生徒が一番多く、県外では千葉県

からの生徒が一番多くなっています。 

『スクーリング』授業は月 1回、3泊 4

日の日程で行われており、教室での授業だ

けでなく、三保地域のハイキングなどの課

外活動も行い、地域の特色を生かしたさま

ざまな授業を行っています。 

宿泊施設は中川温泉『うぐいすの里丹沢

荘』、『丹沢ホテル時之栖』、『魚山亭や

まぶき』、『民宿ロッヂ八戒荘』などにお

世話になっています。                            

 



学びの窓から No.５  園・学校・町の取組を紹介します 

 

 
 

     

平成 30年（第 1回～第 2回・協議会）       

 

 

 

 

 

 

 

○第 1回（1月 18日） 

・教育長報告 

・山北町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費認定要綱 

の制定について 

・山北町立三保小学校学校施設の鹿島山北高等学校の使用 

に係る取扱要綱の制定について 

○協議会（1月 18日）  

・教育委員会会議録の町ホームページへの公開について 

・鹿島山北高等学校の学則変更認可及びスクーリング実施 

予定について 

・平成 29年度山北町文化財講座について 

・山北つぶらの公園と山城めぐりバスツアーについて 

・平成 29年度冬の星座教室について 

・平成 29年度山北町生涯学習センターフェスティバルに 

 ついて 

 

○第 2回（2月 23日） 

・教育長報告 

・山北体育館の設置及び運営に関する条例を廃止する条例 

の制定について 

・山北町有施設使用条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

・山北町教職員住宅使用条例を廃止する条例の制定につい 

 て 

・山北町立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一 

部を改正する規則の制定について 

・平成 30年度山北町の教育基本方針の策定について 

・平成 30年度当初予算案の概要（教育費）について 

○協議会（2月 23日） 

・平成 29年度山北町立幼稚園卒園式、小・中学校卒業式 

日程について 

・平成 29年度山北町子ども議会について 

・学校閉庁日の設定について 

・第 63回山北町内一周駅伝競走大会について 

・鉄道遺産巡りツアーについて 

・第 72回市町村対抗「かながわ駅伝」競走大会の結果につ 

いて 

川村小学校 公開授業・校内研究会 2月 20日（火）   

 本来 1月に実施する予定でしたが、インフルエンザによる学級閉鎖

というアクシデントにより、延期して開催しました。今回は講師の横

浜国立大学 青山 浩之 教授に、全学級を参観していただき、研究

会でアドバイスやご意見をいただきました。どの学級も年度末という

ことで、4月当初と比べ、一人ひとりの子どもたちの成長を感じると

ともに、自信をもって活動に取り組んでいる子がとても多いと感じま

した。今年度中に、身に付けるべき力をしっかりつけて、次の学年へ

と引き継ぎます。                          

山北町の学びづくりの取組は、平成 30年度も続きます。                               

 読みの力をつけるには？ …読書がいいのは分かって 

いるけど、どうしたら、本を読む子になるかしら？     

①本を読む時間が確保されていますか？           

②自分の学年、または 1学年下の国語の教科書がスラ 

スラ読めますか？                 

拾い読みの段階では、お話の内容を楽しめません。 

まずは、文字をスラスラ追える力をつけましょう。 

③あなた（担任・親）は、本が好きですか？         

大人が子どもの時、好きだった本を紹介してあげま 

しょう。苦手な子は、面白さを感じる前に、飽きて 

しまいます。面白いとわかっていれば、最後まで読 

み進める気になります。昔を思い出して一緒に楽し 

んでみてください。 

先生方も学んでいます 

  授業後の研究会では、青山先

生の講演に引き続き、先生方が

日頃の国語の授業において、悩

んでいること、相談したいこと

について協議しました。「個々

の読みの力の違いをどのように

したら良いのか」等、互いの考

えを伝え合いながら、熱心に話

し合いました。『よりよい授業

をつくりたい』そんな熱意が伝

わってきました。                    

教育委員会の審議事項 


